










































本論文では，画像対応付けの応用として， ω 画像の幾何学的歪みの補正と ω ステレオビジョンに基づく物体の 3 次
元復元の二つを取り扱う.これら二つの応用では，大きな幾何学的変形を有する画像聞の対応点を高精度かっ高密度に
求める技術が求められる.












































図 1 :投影画像の幾何補正実験: (心実験環境， (b) 原画像，(c)カメラで撮影した投影画像， (心幾何補正結果
提案手法の性能を評価するために，図1(a)に示す環境で実験を行った.実験で用いたプロジェクタはCannonX700 (解












の移動撮影により得られた多視点画像から物体の3 次元形状を高精度に復元する一連の手法を提案する.提案する 3 次
元復元手法では. 81FTによる特徴ベースの画像対応付け手法と位相限定相関法に基づく領域ベ}スの画像対応付け手
法を相補的に利用することで，多視点画像からの高精度かっ高密度な物体の 3 次元復元を実現する.
提案する 3 次元復元手法は， ω カメラパラメータの推定および ω 物体の高精度・高密度な 3 次元復元の二つのス







図 2: 多視点画像を用いた物体の 3 次元復元: (a)計測対象(埴輪の置物) , (b) 3 次元モデル生成結果
する.さらに，本論文では， 2視点より多くの視点から撮影した画像を利用した 3 次元復元の高精度化・高精細化を検
討する.
実験では，図 2(a)に示す埴輪の置物を 20視点からカメラで撮影し， 3 次元復元を行った.撮影に用いたカメラは，
PointGrey GRAS-50S5M であり，解像度は 2， 448 x 2, 048 ピクセルである.実験では，撮影画像を 640X480 ピク
セノレに縮小し，提案手法を用いて 3 次元復元を行った.埴輪の 3 次元モデルを生成した結果を図 2(b)に示す.サーフェ
イスモデ/レ生成のアルゴリズムは， Poisson Surface Reconstruction を用いており，生成したモデルに対して，アウト





















第 3 章では， 81FT と位相限定相関法に基づく高精度画像対応付け手法を提案している.画像対応付けに







第 5 章では，第 3 章で提案した高精度画像対応付け手法を，多視点画像を用いた物体の 3次元復元に応用
した結果を示している. 81FT に基づく画像対応付け手法を用いてカメラパラメータを推定するとともに，
位相限定相関法に基づく画像対応付け手法を用いて画像間の高密度な対応関係を求めることにより，未校正
カメラで撮影された 20視点程度の画像から物体の 3次元形状を正確に復元することが可能であることを示
している.これは有用な成果である.
第 6 章は結言である.
以上要するに本論文は， 81FT と位相限定相関法に基づく高精度画像対応付け手法を提案し，その有用性
を 2 つの応用を通して実証したものであり，画像工学および情報基礎科学の発展に寄与するところが少なく
ない.よって，本論文は博士(情報科学)の学位論文として合格と認める.
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